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批
評
乙
紹
介 

：

-

版
す
，る
t

と
に
決
定
し
著
書
の
選
擇
及
•び
飜
譯
の
監
督 

の
爲
委
員
を
選
定
せ
シ
而
し
て
旣
に
決
定
し
把
る
著
書 

«

#

佛
獨
の
.斯
學
に
關
す
る
名
著
に
し
て
未
決
.の
分
を 

.
冶
せ
て
都
合
十
二
册
を『

近
世
法
律
哲
理
叢
書』

.と
し
て 

ボ
ス
ト
.\

書
籍
會
社
ょ

ヶ

順
次
出
版
す
る

由

な

ヶ

批

評

と

織

介

•

«

^
 

^

權

刺

質

論

サ
ぜ
9
、
八
馆
四
十
西
年
九
月
蒐
京
巖
松
堂
出
版

\

本

書

は

現

に

慶

應

義

藝

大

學

部

に

て

民

法

の

講

座

を

檐

 

當
せ
る

神

戶

氏

の

新

著

に

し

て

、

鍵

に

權

利

質

の

，總

論

 

の
意
味
に
て
、
法
學
協
會
雜
誌
に
揭
載
せ
ら

れ

允

る

 

論

文

を

修
補
し
、
侮

ほ

新

に

轉

質

の

項

目

を

加

へ

て

出

 

版

し

^

る

名

の

な

6

と

云

ふ

、

之

を

ニ

章

に

分

ち

、

第

 

一
章
に

<

權

利

質

の

總

論

を

試

み

、

更

に

之

を

三

節

に

 

細
分
しy

第

一

に

權

1̂
;

と

物
上

質

と

の

區

別

を

明

に

k

l

し
、
第
一
9

て
權
利
質
の
本
質
を
說
明
し
て
、
權
利
物 

■
體
主
義
と
讓
渡
主
義
と
を
區
別
し

' 

讓
渡
主
義
を
排
;K 

し
て
權
利
物
體
主
義
を
採
A
s
、
進
ん
で
權
利
物
體
主
義 

I

.

と
日
獨
民
法
と
を
對
照
評
論
し
允
6

、
第
三
に
て
權
利 

質
の
法
律
上
の
性
質
を
論
匕
、
各
種
の
學
說
を
述
べ
、
 

獨
逸
民
法
の
立
法
政
策
と
我
民
法
の
規
定
と
を
說
き
、
 

雛
利
質
權
は
物
權
に
名
'非
卞
、
債
權
に
名
非
少
* 

j

種 

\

將
別
の
權
利
に
し
て
、
我
國
法
上
そ
の
目
的
の
必
要
な 

I

る
範
圍
に
於
て
、
之
に
物
權
性
を
附
與
し
杧
る
名
の
に 

\

外
な
ら
次
る
次
第
を
論
斷
し
允
6

、
次
に
第1

1

章
に
て 

一
轉
質
を
諭
ヒ
、
細
輪
心
て
承
諾
瞥
貝
、.
通
知
轉
質
、
責 

\

任
轉
質
及
ぴ
轉
質
の
法
律
上
の
性
質
を
順
次
說
明
し
、

一
©
$
を
述
ベ
、
立
双
㈣

を
揭
げ
、
學
說
を
評
し
、
■
日
®
 

民
法
の
規
定
を
比
較
論
評
す
る
等
轉
質
の
法
理
を
說
て 

遺
憾
な
し
と
云
ふ
可
し
、
僅
に
百
頁
餘
に
過
ぎf

o

る一 

一
小
册
子
な
れ
ど
.

民
法
上
最
名
至
難
の
問
題
を
明
瞭 

に
論
述
し
女
る
著
者
の
手
腕
は
之
を
認
め
次
る
可
於
ら 

支
、
評
者
は
敢V

此
書
を
我
國
の
民
法
碑
究
者
に
蔴
o

207

る
i

同
赌
に
著
者
神
戸
氏
於j

日
？
阜
く
民
法
全
部
に 

亘
る
大
著
を
公
に
せ
ら
れ
んl

O

と
を
希
望
す
る
名
の
な 

6

0
 (

.板
倉
卓
造)

P

S

 

H

本

の

經

濟

大
判
七
百
十
八
茛
.四十
四
年
八
月
傅
文
館
發
行 

-

{疋
價1

阅
五
十
錢

本
書
は
我
國
屈
指
の
經
濟
學
者
に
じ
て
且
つ
達
筆
家 

f
cス
'
 

著
者
於
過
*
數
年
間
に
於
て
發
表
し
杧
る
主
と
し 

て
我
&
の
經
濟
問
題
に
關
す
る
論
文
及
び
講
溃
の
犖
記 

を
編
纂
さ
れ
女
る
ぢ
の
な
ろ
。
全
書
を
.分
ち
て
四
部
と 

な
し
、第

一

部
は
總
說
、第〗

一

部
は
農H

商
業
、
第
三
部 

タ
廳
質
县
、
.第
四
谢
は
金
融
貨
幣
.及

企

業

を

論

^

。

第 

1

部
總
說
にV

:

著
者
は
我
國
と
歐
米
と
の
間
.の
經
濟
狀 

態
の
相
異
2:
-
詳
論
し
、■
彼
の
横
倣
の
み
に
依
6

て
..我

經
 

濟
的
を
企
圖
す
る
の
無
謀
な
る
を
指
摘
し
、
彼
我 

批
靜
I

.
紹

介

,習
慣
の
根
本
的
懸
隔
を
說
く
こ
i

極
め
て
適
切
な
6

、
 

第
二
部
は
農
工
商
業
と
題
す
と
雖
ぢ
其
精
粗
の
程
度
一 

一
な
ら
^

。
第
二
部
の
頁
數
は
三
百
六
十
頁
な
る
於
、
其 

中
三
十
頁
は
農
業
を
論
匕
、
殘
6

の
三
百
三
十
頁
は
之 

を
商
業
政
策
論
に
充
て
杧
6

。
工
業
論
に
至
6

て
は
餘 

6

多
く
の
注
意
を
受
け
^

6

し
が
如
し
。
然
れ
ど
^P

、

|

此
部
は
全
書
中
最
$
»
新
の
觀
察
と
硏
究
の
結
果
を
含 

み
届
る
な
ら
ん
。
農
業
を
論
梦
る
に
當
-
C
N<
著
者
は
我 

國
の
經
濟
め
根
本
は
農
業
に
在
る
《
農
業
は
猶
幼
稚
な 

6

と
論
し
、
其
理
由
は
農
.民
の
因
循
姑
息
に
在
ろ
と
說 

き
、
農
民
保
護
の
1

策
と
目
^
れ
届
る
米
縠
輸
入
税
は 

農
民
を
し
て
依
賴
心
を
生
せ
し
む
る
の
み
に
て
無
形
の 

弊
害
多
し
i

緒
論
せ
ら
れ
*

6

。
著
若
は
進
ん
で
園
藝 

\

の
獎
勵
を
諭
匕
、
轉
ヒ
て
商
業
政
策
論
に
移
气
取
引 

|

所
の
弊
害
を
除
去
す
る
に
は
取
引
所
の
役
員
の
人
選
と 

.

同
業
者
の
相
互
監
督
に
意
を
用
ゐ
る
を
以
て
最
上
策
と 

' 

/ノ
と
主
張
し
、
轉
寶
、.
買
戾
に
名
課
稅
す
る
代
6

に
一 

般
の
税
率
を
低
減
す
べ
し
と
提
言
し
、
進
ん
で
直
取
引

.

五
i



批
評
と
紹
介

20
8

«
11

:
に
關
す
石
政
庥
の̂

«
を
論
せ
ら
れ
^

ろ
。
其
他 

小
寶
百
貨
廣
、
均
一
店
に
關
し
嶄
新
奇
抜
の
意
見
を
發 

表
せ
ら
れ
、
殊
に
我
國
の
掛
寶
の
弊
害
及
ぴ
其
原
瓯
!:
' 

述
べ
盡
し
て
殆
ん
ど
剩
す
所
な
し
。
：第
三
部
外
國
貿
易 

に
は
著
者
獨
將
の
識
見
と
穩
健
の
筆
鋒
を
以
•て
自
由
及 

び
保
護
の
利
害
得
失
を
論
匕
、
第
四
部
金
融
貨
幣
及
企 

業

に
.<
は
主
と
し
て
幣
制
と
價
値£
を
論
匕
^

6
。

洤
書
を
通
じ
て
議
論
は
槪
し
て
穩
鎌
着
實
に
し
て
、
 

常
に
學
理
を
* -

礎
と
せ
る
於
而
於
名
其
れ
に
漏
せ
支
、
 

經
濟
事
情
を
說
明
す
る
に
當
6

て
¥ .

凡
に
流
れ
岁
、
全 

篇
を
通
匕
て
學
理
と
實
際
と
の
調
和
に
：を
用
ゐ
ら
れ 

.

.

把
る
は
讀
者
の
多
と
爲
す
所
也
。
文
韋
は
叉
平
易
流
暢 

に
し
て
雛
雜
の
字
句
を
避
け
、\

而
/;
>

,>

で「

和
服
を
着
^

 

不
忠
不
孝
者
g

あ
れ
と
洋
裝
の
愛
國
者
と
あ
る
。
味
噌
. 

行
を
®

ふ
實
國
奴
名
居
，れ
ば
バ
タ
を
嘗
め
る
國
粋
論
者 

名
居
る
於
如
く」

云
々
等
の
奇
句
に
富
み
、
讀
者
に
し 

て
.

一
度
び
此
書
5 :
-

織

か

ん

-
£
、
寢

食

を

忘

れ

て

之

を

讀 

下
j

る

を

得̂

る
i c

至

ら

しI T

る

の
'

^

'

0

0

. 

’

五
五
六

、然
れ
と
名
臘
を
得
て
蜀
を
望
む
は
世
0
常
也
。
本
書 

:

は
終
始1

實
せ
る
著
書
に
非
ず
し
て
、
諸
種
の
論
文
及 

び
講
演
の
筆
記
を
編
纂
し
^
る
名
の
な
れ
ば
、
精
粗
一 

j

な
ら
*
、
文
體
3
普
通
の
論
說
體
に
次
ぐ
に
講
話
體
を 

以
て
し
、
議
論
に
於
て
$
多
少
前
後
矛
盾
せ
.る
於
如
き 

觀
あ
る
所
な
き
に
し
ダ
非
梦
。
例
へ
ぱ
、
貨
幣
の
性
質 

を
論
事
る
に
當
6

て(

六
〇
六
頁)

著
書
は 

(

多
數
の
學
者
は
作
用
の
點
ょ
6
貨
幣
を
定
義
し
て
一
. 

般
に
用
ゐ
ら
る
交
換
の
媒
介
物
と
甘
6
0 _

然̂
し 

乍
ら
：此
見
解
は
狹
き
に
過
ぐ
。
試
に
吾
人
が
日
常
貨 

一

幣

^
如
何
な
る
用
途
に
充
て
つ
、
あ
り
や
を
見
る
と 

一

:

き
は
、
吾
人
は
之
を
價
格
の
ー
方
的
移
轉
の
手
段
と 

|

し
て
使
用
す
る
の
必
要
を
威
^
る
は
殆
ん
ど
之
を
交 

一
換
の
媒
介
卽
ち
價
格
の
双
互
的
移
轉
の
手
段
と
し
て
：
 

用
ゐ
石
の
必
喪
に
劣
ら
^
る
て
i
を
發
見
す
ベ
し」

。
 

\

と
論
匕
、
貨
幣
の
用
途
は
交
換
の
媒
介
i
 

.l方
的
支
狒 

,
手
段U

:
あ
'

C
.

と
せ
.ら
る
、
に
名
拘
ら
梦
、
後
段
價
直
を 

論
ず
.る
に
至
6
 V

 (

六
七
四
胃
.

)

左
の
如
く
主
張
せ
ら
る

209

、
を

見

る

。
,

し
然
ら
ば
百
磅
以
下
の
證
券
に
對
す
る
ニ
片
は
額
面
價 

「

貨
.幣
は
交
換
の
媒
介
物
に
外
な
ら
次
る
故
に」

云

々

•
格s

 
一
 I

萬
四
千
分
の
：}

ょ
6
名
小
な
る
や
。•
十
二
片
を
. 

又(

同
實)

• 

一
 

以
てI

志
i
な
し
、
ニ
十
志
を
以
てJ
赌
と
な
ず
故
一 

r

抑
名
$
5
を̂
鈕
成
す
る
物
體
は
.人
の
欲
望
を
滿
足
す
|

磅
は
ニ
百
四
十
片
に
當
6
、
百
綠
は
ニ
萬
四
千
片
な
6 

る
の
カ
ぁ
6
と
'雖
も
之
を
貨
|
5と
!.
,
<便
用
す
る
場

\

因
是
、

一
片
は
；止
に
百
谤
の
ニ
萬
四
千
分
の
な
4

0

合
：

U
.

は
單
に
交
換
媒
介
の
具
に
過
ぎ
次
る
、

s

故
に」

ク

?

 :  

. 

.

,\
 

.惟
冬
に
此
矛
盾
は
著
者
狀
前
M
y
於
て
'

©r

交
猶
の
一 

媒
介
物
：

」

を
狹
義
に
解
し
後
段
に
て
■は
其
れ
を
廣
蓊
に
一 

解
せ
ら
れ
^
る
に
麻
胎
背
る
な
ち
ん
.。
 

一
 

.,

本
書
の
議
; *

は
«

し
て
正
_
を
#
祀
る
爷
.0
«

る

が

\ 

如
ノ
、
«
れ
ど
.滕
と
し
て
.は
明
滕
を
缺
く
«

ぁ
る
.免
の
な
一 

き
に
レ
？
非
梦
。
例
へ
ば
取
引
通
魏
#
、
證
券
の
額
面 

割
課
課
を
論
梦
^
に
當
6
て
、
.著
者
日
く(

八
一
頁)

. 

「

英
國
は
-¥
勝
以
上
に
#
し
て
は
六
片
«
れ
と
名
百
磅一 

以
上
卽
も
多
數
の
有
«
證
.券
に
對
し
て
は一

片
な
.
. 

'
6
。故
に
其
率
は
1ニ.萬
四
.千

分

の

小

な

.*

-O
J  

.

'

百
舊
上
の
.

「

上
.」

は
褰
し「

下」

.の
：談
植
5

ら
人
':

°
若

,:'■
0 
0 
I
.
潴
介

然
れ
ど
.P、

百
綠
以
下
卽
も
九
十
九
^
.
、
丸
十
八
^
等 

■r
s
し
て
.は
一
.片
は
額
面
の
一
，
一
萬
四
千
分
の
一
ょ 

小
な
6

と
云
办
C
之
を
得
る
や
。
九
十
九
膀
t t
OH
に
ニ 

萬
1
1.}千
七
百
六
十
片
-«
6
。'
故
ねf

片
は
額
面
の
二
萬 

三
千
七
百
六
十
分
の}

に
し
て
、
ニ
莴
四
千
分
の!：

上 

-CN

大
な
ら
^
や
。
此
事
小
な
.
o
-i
雖
$
漸
く
經
濟
學
名 

科
學S

仲
間
入
'
^
を

な

^
.
ん

と

し

つ

、

ぁ

る

今

0
之
を
，
 

忽
諸
に
附
す
べ
_ 

&.
6
梦
。

,

叉
、小

臺

引
$

改
：善
策
を
論
ヒ
て
日
く(

1
:
1七
*:

頁) 

「

歐
米
の
如
く
小
«

||
1

場
が
重
に
? 1
#

取

引

と

な
れ
ば 

生
產
者
は
生
ft

を

終

る

と

直

ち

に

之

を

現

金

.
で

卸

寶 

.
商
人
r

渡
し
.て
.

本
を
囘
收
し
、
其
^
^
.本
を
■以
..て

Mr 

ちy
.

叉
新
な
る
生
產
を
營
o

'c
i

が
出
來
、
之
^
爲

產
七
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.,

•
批
鄭
え
翱
.备

I:
:
.めI .

國
の
.資
本
は1.

年
中
に
：何
度
名
迅
速
に
運
轉
せ

' 

-
• 

+

•
..
• 

*

ら

る

。

然

る

，に

我

國

の

如

く

小

寶

を

信

用

取

引

と

す

.

る
と
き
^
資
本
の
囘
獬
の
速
度
'が
大
に
遲
緩
と
な
ら
...

次
.る
を
得
なS

。

云
ふ
迄
名
な
く
我
國
は歐
米
：に

比|

し
; <

資
本
が
少
なS
とS

ふ
の
は
其
實
資
沐
囘
«
の

へ

一

:
娥
璨
财
_
い
と
云
今
こ
と
於
大
原
因
で
ぁ
る
が
、
此
一 

'
速
度
を
爾
加
し
て
資
本
を
-1
!
な
ら
し
め
ん
と
す
れ
ば

是
^
;共
小
寶
取
引
を
重
.に
現
金
拂
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ 

•:
;(

註
'

圈
點
は
評
者
の
if
け
^

る
？
の
な
6)

.

一.

」

を
分
^
<
4
^

^と
^
物̂
と
の」
.'—
*と
な
、つ
こ
と 

を
得
べ
し
。
世
人
が「

資
本」

と
云
ふ
拇
は
或
は
貨
幣
を 

意
味
し
或
は
貨
物
を
意
味
す
。
著
者
％
亦
前
揭
拔
萃
中j  

「

資
本」

を
ニ
個
の
意
義
に
用
.ゐ
ら
凇
杧
る
に
非
•す
や
。

. 

著
^

/'
所
謂—

資
本」

と
は
前
後
の
關
係
ょ
A
見
ぐ
貨
幣 

を
指
す
名
の
、
如
し
。
次
に「

.資
本」

P
貨
物
を
♦意
^
す 

る
が
如
し
。「

資
本
.，3
雨
澍
の
何
ゎ
.に
屬
す
る
や
明
な
一 

ら
,
:°れ

ば
貨
幣
の
流
通
高
及
び
貨
物
の
規
在
數
量
に
異
'

.

茧
聚

動
な
き
限
6
は
貨
«
糖
環
減
度
の
增
大
は
貨
物
運
轉
の 

速
度
を
意
味
す
る
故
貨
幣
循
環
の
增
猶
は
資
本
運
縛
を 

迅
速
に
な
す
と
云
ふ
こ
と
を
得
べ
し
。

.

然
れ
ど
名
果
し 

v

著
者
の
論
^
る
が
如
く
、
小
寶
rr
f
i
r揚
が
重
に
现
金
取 

引

.>
な
.れ
ば
貨
幣
循
環
速
度
を
塯
し
得
る
や
疑
は
し
。
. 

假
6
:に
月
收
一
ニ
十
圓
の
人
ぁ
6

て
，
一
日
に 
ー
_
鲍
の
信 

用
質
を
な
し
、
.晦
日
に
.月
紛
を
受
取
A
支
挪
を
せ
し
と 

せ
よ
。

然
る
に
各
個
人
の
貨
幣
運
轉
の
速
度
は
或
一
定
の
期 

間U

於
け
る
支
拂
金
額
を
同
期
問
の
所
持
金
の
ヰ
め
額 

を
以
て
除
:̂
^

る
商
な
6

。
而
し
て
晦
日
一
日
の
所
持 

金
三
十
圓
の一

ヶ
月
間
の 

一
0

平
均
は
一
圓
に
し
て
支 

挪

t

額
は
三
十
圓
な
る
を
以
<

此
人
の
w

l

^

mfi
M

度 

は
疋
に一

ヶ
月
三
十
同
な
6

。
反
之
此
人
狀
若
し
级
日 

に
三
十
圓
の
识
金
を
有
し
一
日
に
一
圆
宛
の
I

物
と
な 

し
正
金
を
其
^

度
支
拂
IC
6

と
せ
ん
於
、
支
拂
總
額
は 

依
然
前
と
同
ヒ
く
三
十
圆
な
る
名
、
所
持
金
の1

ヶ
月 

間
の
. 

一：0
平
均
は
十
五
圓
五
十
錢
な
る
を
以
て
此
場
合

に
於
け
る
货
幣
運
轉
速
度
は
一
ヶ
月
ニ
に
滿
杧
す
因
是 

前
者
と
後
者
i
の
問
に
十
^
倍
の
相
違
あ
6

0
而
し
て 

I

國
の
©
幣
糖
環
^
^

は
#
1 ©
入
の
^

^

運
轉
速
度 

の
平
均
i
れ
ば
、
現
金
支
挪
の
風
習
を
有
す
る
_
民
の 

‘ 

.

#環
速
挺
は
遲
鈍
に
し
<
、
信
用
制
度
の
，發
達
1i
. 

る
國
の
貨
幣
椒
環
速
度
は
故
活
な
A
若
し
果
し
て
然
ら 

ば
、
小
賣
市
場
好
信
用
舊
貝
を
馘
縮
し
て
以
て
一
國
の 

貨
幣
循
環
速
度
を
增
し
且
つ
之
に
由
6
<
資
本
の
運
轉 

を
迅
速
な
ら
し
ひ
る
こ
と
を
得
る
や
。

、

著
者
の
我
國
に
於
け
ゐ
褂
實
の
弊
害
及
ぴ

i

M

の
原 

因
に
關
す
る
說
は
名
論
に
し
で
.
ff
i

の
間
^
す
る
所
を
見 

i

o

評
者
«
u
亦
®

寶
の
弊
害
£•

除
去
す
石

に
は
現
金
拂 

/
の
獎
勵
^

其

一

策
^

る
ト
信
梦
る
者
也
。
3

れ
ど
吾
人 

は
經
濟
學
の
原
理
と
經
濟
策
論
と
は
混
間
す
べ
き
？
の 

1C

非
^

る
^

信
^

る
也
。

妙i

り
と
雖
$

、
評
者
は
1
:
介
の
學
生
に
<

猥
6

に
著 

.
■

者
の
如
き
大
家
.の
名
著
に
對
し
批
評
を
|
|
ぅ
る
舻
如
き 

21
1
,
:本
適
を
敢
て
す
る
名
の
な
ち
ん
や
。、
^

矶
*

の
^

»
過

批
靜
i
紹
介

つ
て
ff
i

a
の
片
言
と
變
b

t
る
の
み
評
者
は
著
者
の
襟 

度
が
其
雜
言
を
寬
容
し
•て
餘
あ
る
^P
の
な
る
を
信
ず 

る
也
。

塒
芷
含
に
秋
風
徐
ろ
に
學
窓
を
訪
队
ノ
燈
火
親
し
む 

可
し
。
是
れ
讀
書
の
好
期
、各
好
讀
家
は
實
業
家
、爲
政 

家
、
.學
者
、學
生
tc
る
’
問

は

す

'
等

し

く

本

書

に

接

し 

V

著
者
の
該
博
の
知
識
と
銳
敏
の
觀
察
力
ょ
6
得
る
所 

多S

ら
ん
。(

高
城)
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.
、

本
書
の
原
著
者
は
米
國
'

n

丨
ネ
ル
大
學
經
濟
擧
敎
授 

フ
1プ
、\
>
V
H 
!

プ
尤
タ
‘丨
氏
な
6
0 
•氏
は
米
國
屈
借 

の
經
濟
擧
者
に
し
で
.且
つ
V
3輝
：經
濟
學
派
の
錄
々
fc
る 

新
進
り
大
家
な
6
。
本
書
は
原
名
を
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